






































































ついては、2000 年から 2011 年までリニアに認証件数が増加している。これは、
2013年にアジアの認証件数の72.1％を占める中国に影響を受けている。すなわち、
2001年に中国がWTOに加盟したことが大きな影響と考えられる。北米は、2006
年まで需要曲線的な認証件数の増加を見せ、それ以後は、減少し、2013 年に再度
上昇している。この傾向は、北米で 71.8%のシェアを占める米国から影響を受け
ている。 
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３． ISO9001が改訂された後に、多くの認証が返上される。この理由は、ISO9001の
要求事項にそった品質マネジメントシステムへの価値を見いだせなかった組織、
さらに ISO9001の認証の必要性がなくなった組織が返上していることが想定され
る。 
４． 産業別認証件数の特徴を明らかにした。製造業のシェアが最も大きく、近年は、
サービス・小売り、インフラ・公共事業のシェアが増えている。製造業を中心と
していた品質に関する取り組みが、社会の成熟に伴い、サービス・小売り、イン
フラ・公共事業への質の高まりが要請されており、その一端を ISO9001が担うこ
とを期待されている結果である。 
５． わが国の ISO9001の認証の推移と産業別推移の特徴を明らかにした。建設業にお
いて、入札の条件に ISO9001の取得を取り入れることを検討することで、建設業
における認証取得のニーズが高まり、日本全体の認証件数増加の底上げに貢献し
た。一方で、現在の建設業における ISO9001の認証は飽和しており、今後の大き
な増加は見られないと考えられる。政策の圧力により、認証が急激に増加するも
のの、その圧力が緩和されると当然のことながら認証件数は減少するが、認証を
維持する組織も多い。すなわち、ISO9001の認証取得を強制された組織の中でも、
有効に利用しようと努力した企業は、その価値を知ることになり、社会全体の品
質の向上にも役立つと考えられる。 
安全な社会や良好な品質を確保するため、政策による誘導により ISO9001の認証をいち
早く広めることは重要であるものの、その進め方によって、その後の認証件数の増減の度
合い、すなわち企業の ISO9001への有効性の認識が変わる。ISO9001の要求事項を形式的
に満たすのでなく組織の持続的な発展にうまく役立てること、審査機関の審査の質、改正
を重ねる ISO9001の要求事項の内容、さらには、政策による ISO9001の活用方法により、
今後の安全な社会や良好な品質の効率的な確保への役立度が決まり、それに応じて普及の
度合いも影響される。 
社会基盤構成要素のうち、航空交通および ISO9001を取り上げて研究を行ったが、いず
れの研究課題に関しても、俯瞰的な定性的および定量的データを用いて、それぞれの特徴
を明らかにして安全性および品質向上のための政策、方法を提言した。社会基盤構成要素
は、技術の進展によりますます複雑になる一方で、技術革新によりビックデータと言われ
る多くのデータが取得可能になりかつその解析にも対応できるようになってきた。またこ
れらのデータは、安全、安心な社会を構築する為にオープンガバメントと言われるように、
様々なデータがオープンデータ化されそれをあらゆる人が解析できるようなインフラスト
ラクチャーが整いつつある。このようなことから、今後ますます社会基盤構成要素に関す
るデータを用いて研究できる機会が増え、その成果を学際的により多くの多様なアクター
で共有し議論できれば、複雑で高度な技術社会においてより安全で安心、高品質な社会が
構築できることと期待される。本研究はその一端を担ったことも最後に強調したい。 
